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序論   

  日本語には、目的を表す接続詞「のに」と「ために」である。

接続詞は品詞分類を含む。文脈によっては、使い方が違うようであ

る。その理由は外国語の学習者に難しいである。  

  この本論文では、文の構造と意味に基づいて、接続詞「のに」

と「ために」の使用について説明である。「のに」を使うとき、

「ために」を使うときの規則を説明である。  

 

本論  

  「のに」と「ために」は庵 (2000:190-230)によると、接続詞理

由目的を含む。目的を表す接続詞「のに」は辞書形式の動詞（V-る

+のに）に付加する必要である。目的を表す接続詞「ために」は、

辞書形式の動詞（V-る+ために）と名詞（N+の+ために）の両方に

付加できる。  

  「のに」は砂川 (1998:474)によると、動詞の辞書形を受けて、目

標を表す。「...するために」に言いかえられるが、後ろに続くことばは

「使う」「必要だ」「不可欠だ」などに限られており、「...するために」

ほど自由ではない。つまり、「のに」の使用は、オブジェクトの使用を表

現することに限定されている。「ために」は砂川(1998:202)によると、目

的を表す。「...ために」が目的を表すには、前後の節の主語が同じでなけ
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ればならない。つまり、目標を達成するために誰かが行った活動について

述べている。 

1. (6)  あの粉はケーキを作るのに使います。(SMJG,  2016 : 46) 

 

この文は、オブジェクトの使用法を示している。この文では、「の

に」は「ために」の代わりに使用することはできない。 なぜなら、

目標を達成するために実行された活動を示すときに、接続詞「ため

に」が使用されるからである。 

2. (41)  日本人は会社のためによく働きます。(ADBJG,  1986 : 449) 

 

この文は、目標を達成するために実行された活動を示している。 

「ために」は「のに」の代わりに使用することはできない。なぜな

ら、「のに」はオブジェクトの使用法を示している。 

 

結論 

  目的を表す接続詞「のに」は辞書形式の動詞（V-る+のに）に

付加する必要である。意味はオブジェクトの使用法を示している。 

  目的を表す接続詞「ために」は、辞書形式の動詞（V-る+ために）と

名詞（N+の+ために）の両方に付加できる。目標を達成するために実行さ

れた活動を示している。 
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